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（論文 内容 の要 旨）

本論文では、 日本の地上デジタルテ レビ放送規格であるISDB－T（lntegratedServices

DigitalBroadcastingforTerrestria1） の移動受信時に問題 となるインパルス雑音および

高速マルチパス フェージング対策 について検討 を行なっている。ISDB－Tで は、マルチパス

フェージング対策 としてOFDM（OrthogonalFrequencyDivisionMultiplex） を用いている。

OFDMは 、マルチパス遅延波 よ りも十分長いシンボル長をもつパルスを多数周波数多重す る

ことで、マルチパスフェージング環境 で高速デ ジタルデジタル伝送を可能にす る技術 であ

る。 しか し、高速移動時 には、多重化 したチャネル 間で干渉が生 じるため、その対策 が必

要 となる。 また、移動体では、イグニシ ョンノイズやモー タか らの ノイズな ど、イ ンパル

ス雑音が発生 してお り、インパルス雑音対策が不可欠である。

そ こで、インパルス雑音による干渉を抑圧す るために、本論文では、周波数領域 と時間

領域 の解析 を組み合わせた手法を提案す る。まず、受信信号の周波数領域ガー ドバ ン ドを

用 いて、イ ンパルス雑音 の発生を検 出する。そ して、イ ンパルス雑音のバース ト幅、瞬時

電力 、お よびインパルス雑音到来時刻を推定す る。次に、推定 したこれ らのパラメー タお

よび伝搬路の信号対雑音電力比 を用いてインパルス雑音 を抑圧するための時間領域窓関数

を生成す る。 ここでは、インパルス雑音によるひずみ と窓関数が希望信号に与 えるひずみ

の和 を最小化するよ うに窓関数の形状 を適応的に生成 している。シ ミュレー シ ョン結果 に

よ り、加法性ガ ウス雑音環境およびマルチパス フェージング環境において、イ ンパルス雑

音に よる ビッ ト誤 り率特性の劣化 を抑 えることが可能であることを示 してい る。

イ ンパルス応答に加 えて、ISDB－Tの 移動受信では、移動体の高速移動 に伴 う高速 フェー

ジングが問題 とな る。特に、高速移動 に伴 う ドップラーシフ トにより信号の直交性が乱れ、

チャネル 間干渉が生 じるため、 ビッ ト誤 り率特性 が大き く劣化す ることになる。チャネル

間干渉対策 として様 々な対策が検討 されているが、高精度伝搬路推定が必要 となるため、

十分 な効果 が得 られ ない とい う問題がある。本論文では、この問題を解決す るため、圧縮

センシングを用いた伝搬路推定法 とParallellnterferenceCancellationを組み合 わせた手法を提

案す る。計算機 シ ミュ レーシ ョンの結果 、高速 フェー ジング環境 において従来の二乗誤差

最小 アル ゴ リズムに比べて、伝搬路推定精度を向上 させることができ、その結果、 ビッ ト

誤 り率特性 を効果的に改善できることを明 らかに している。



氏 名 馬 子験

（論 文 審 査 結 果 の 要 旨）

平成23年12月16日 に開催 した公聴会の結果を参考に、平成24年2月14日 に本博士論文

の審査 を実施 した。

本博 士論文では、 日本の地上デ ジタルテ レビ放送規格であるISDB－T（hltegratedServices

DigitalBroadcastingforTerrestrial）の移動受信時に問題 となるインパルス雑音お よび高速マル

チパ スフェー ジング対策について検討を行い、それぞれの対策 として、2つ の方式 を提案 し

ている。

まず 、第一に、イ ンパルス雑音による干渉を抑圧す るために周波数領域 と時間領域の解

析 を組み合わせ た手法を提案 している。 ここでは、まず、受信信 号の周波数領域ガー ドバ

ン ドを用いて、インパルス雑音の発生を検 出す る。そ して、イ ンパルス雑音のバース ト幅、

瞬時電力、お よびイ ンパルス雑音到来時刻を推 定す る。次に、推 定 した これ らのパ ラメー

タお よび伝搬路の信号対雑音電力比を用いてイ ンパル ス雑音 を抑圧す るための時間領域窓

関数を生成す る。 ここでは、インパルス雑音 によるひずみ と窓関数が希望信号に与 えるひ

ずみの和 を最小化す るよ うに窓関数 の形状を適応的に生成 してい る。 シミュ レーシ ョン結

果 によ り、加法性 ガ ウス雑音環境お よびマルチパスフェージング環境 において、インパル

ス雑音によるビッ ト誤 り率特性 の劣化 を抑 えることが可能であることを示 している。

次 に、第二の方式 として、高速マル チパスフェー ジング対策 として、圧縮セ ンシングを

用いた伝搬路推定法 とParallelInterferenceCancellationを 組み合わせた手法を提案 している。

計算機 シミュレー ションの結果、高速フェージング環境において従来 の二乗誤差最小 アル

ゴ リズムに比べて、伝搬路推定精度 を向上 させ ることができ、その結果、 ビッ ト誤 り率特

性 を効果的に改善できることを明 らかに している。

以上の研 究は、 日本の地上デジタルテ レビ放送についてなされた もので あ り、今後 の地

上デ ジタル放送 の信頼性向上に大き く資す る技術である。また、ここで提案 された技術は、

デジタルテ レビ放送だけではな く、無線LANや 移動通信システムに広 く適用可能なもので

あ り、学術的にも大 きな意義 のあるものである。 よって、本論文は、博士 （工学）の学位

論文 として十分な価値 があるもの と認める。


